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ア ジア 系留学生の 専門的 ヘ ル パ ー に対す る被援助志 向性 と

社会 ・ 心理 学的変数の 関連
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　ア ジ ア系留学生 の 専 門的 ヘ ル パ ー
に 対す る被援助志向性 に 関連す る社会 ・心理学的変数 を抽出する た

め に ，質問紙調査 が 実施さ れ た 。 国立大学に在籍す る韓 国，中国，台湾の ア ジ ア系在 日留学生 を対象に

調査 を行 い ，264票 の 質問紙が 回収さ れ た 。 学習 ・研究 ， 心身健康，対人関係， 住居 ・経済領域の被援助

志向性が 尋ね られ た 。分析 の 結果 ， 学習 ・研究領域 の被援助志向性 に は 留学生専門的 ヘ ル パ ーか ら の サ

ポート経験が 有意な関連を示 した 。 心身健康領域で は ，
ヘ ル パ ーの呼応性へ の 心配が負の関連 ， 留学生

専門的 ヘ ル パ ーか らの サ ポ ート経験が正 の 関連を示 した。対人関係領域 に お い て は ， 女性で あ る こ とが

正 の 関連 ，
ヘ ル パ ー

の 呼応性へ の 心配が負の関連 ， 留学生専門的 ヘ ル パ ーか らの サ ポー ト経験 が 正 の 関

連を示 し た 。 最後の 住居 ・経済領域 で は，女性で あ る こ と が正 の関連 ， 配偶者 と同居して い る留学生が

負 の 関連，ヘ ル パ ーの 呼応性へ の心配が 負の 関連 ， 留学生専門的 ヘ ル パ ーか ら の サ ポート経験 が 正 の 関

連 を示 した。研究成果 の留学生援助へ の応用が検討さ れ た 。

　キーワード ：被援助志向性，留学生専門的ヘ ル パ ー
， 留学生 ，

ヘ ル パ ーの 呼応性 へ の 心配 ，介入

は じ め に

　留学生受け入れ に伴 い
， 国立大学 を中心 に 留学 生 の

援助や相談を担当す る教官が配置さ れ ， そ の 実践 をも

と に ，留学生援助の あ り方に つ い て の 議論が展開され

る よ うに な っ て きた （例 え ば，井上，1997；井上 ・伊藤 1998 ；

鈴木 ら，1995； 田 中，1993）。

　一
方 で ，留学 生 の 異 文化適応 の 研 究 は ， 米 国を中心

に 議 論 が 展 開 さ れ て い る （Anderson，1994 ；Church，

1982）。 留学生 の援助 と適応 の 関連 を調 べ た 研究 で は，

こ の 関連は概ね認め られ て い る （田 中，1998）。
こ の こ と

か ら，留学生援助 の た め に は，イ ン フ ォ
ーマ ル な サ ポー

トを含め た ソーシ ャ ル サ ポ ー
トを どの よ う に 構築す る

か が 必要不可欠で あ る と言 える。

　 しか し な が ら，ソーシ ャ ル サ ポート と適応 の 関連 を

細か く見 て い くと，援助の 供給者 （Jou＆ Fukuda ，1995＞

や 時期 惆 ，1995）に よっ て は，援助 が適応 に 効果的で な

い 場合が あ る 。
こ の こ と は ， 留学生 の ソーシ ャ ル サ ポ ー

トの 研究や 実践 が ， サ ポー トの供給者や時期 ， サ rk
°
　一一

トの 方法論 とい っ た，細か い 変数 を検討す る必要性を

示す もの で あ る。そ こ で ，本研究 で は ， 留学生相談を
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担当す る援助者 に つ い て 限定 して検討 し た い
。 これ に

よ り職業的な援助者が どの ようなサ ポ
ー

トを供給し た

ら良い か に つ い て 実践 的な知見 を得 る こ とが 出来る。

この よ うな実践的な知見の蓄積は ， 実践の科学 として

の 異文化間 カ ウ ン セ リン グ，異文化間臨床心理 学の領

域 と して の確立 を促す もの で ある。

　米国 で は留学生な どの 文化背景の 異な る 人 は ， 同じ

民族を援助者 と し て 好み （Tedeschi ＆ Willis，1993 ）， 問題

領域 に よっ て は， ア メ リカ 人学生 と比較す る と援助を

求め な い 傾向 （Mau ＆ Jepsen，1990 ＞が ある と指摘 され て

い る。我 が 国 に お い て は ， 松原 ・ 石 隈 （1993 ｝が ， 留学

生 の 留学生相 談室 へ の 来談状況を調査 した 。 その結果 ，

人 間関係 や 文化 の 問題 を相談す る 留学生 は少なか っ た

こ とか ら ， 留学生 は心理 的な 問題 を 日本人 カ ウ ン セ

ラー
やア ドバ イザ ー

に 相談す る こ とに抵抗が あ る か も

知 れ な い と指摘し て い る。水野 ・石隈 q998） は ， 留学

生 が誰に援助を求め る か と い う認知 的な枠組み を 「被

援助志向性」と定義 し ， ア ジ ア 系留学生 239名を対 象

に ，被援助志 向性 と適応 の 関連を調 べ た 。 そ の結果 ，

専門的 ヘ ル パ ー
（カ ウ ン セ ラ

ー・
留学生 ア ドバ イ ザー）， 役割

的 ヘ ル パ ー （指 導教官 ・日本語 教 師 ・留 学 生 事 務 担 当者 〉 へ の

被援助志向性 と関連が み ら れ た適応領域は学習 ， 住居 ，

経済 に 関す る領域で あ っ た と し，
こ の 領域 で は被援助

志向性 を高め る こ と で留学生 を援助 で き る と し て い る。

しか しな が ら ， 心身 の 健康 ， 日本人 や教職員と の 人間

関係，日本 文化 に 関 す る適応領域 に つ い て は専門的 ・
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役割的 ヘ ル パ ー
へ の 被援助 志向性 との 関連は認め ら れ

な か っ た。関連 の なか っ た 適応領域 に つ い て は，留学

生 は こ う し た領域 の 援助 を受け な い か ，留学生 が 援助

を受 ける こ とに抵抗があ る た め に ，援助 を受 けて も適

応 に結び っ か な い の か も知 れな い
。

　被援助志向性 と適応 に関連の な か っ た 領域 に つ い て

は，そ の 原因 を明 らか に す る研究が積 み 上 げられ る 必

要が あ る 。 し か し一
方 で ，留学生 に対 す る効果的な援

助方法を模索す るため に は ， 被援助志向性そ の も の を

研究対象 と し，どの よ うな 取 り組み を し て い け ば
， 留

学生が ス ム ーズ に援助を受 ける こ とが で き るか とい う

研究が必要で ある。

　 こ う し た 被援助志 向性に関す る研究は ， 米国 を中心

に 1970年代か ら研究が積み 上 げ ら れ て きた。水野 ・石

隈 （1999 ＞は ， 米国 の 研究成果 を レ ビ ュ
ーし， 被援助志

向性 ， 被援助行動 に 影響を与 え る変数 と し て ， 性差 ，

年齢，教育 レ ベ ル や収入 ， 文化背景 の 違 い の 「デ モ グ

ラ フ ィ ッ ク要因」， ソーシ ャ ル サポ
ー

ト， 事前の援助体

験の有無が 含ま れ る「ネ ッ トワーク 変数」， 自尊心，帰

属 ス タイル ，自己開示な ど の 「パ ーソ ナ リテ ィ 変数 」，

「個人 の問題の 深刻 さ ， 症状1を指摘 して い る 。
こ れ ら

の変数を細か くみ て い く と，例えば ， デ モ グ ラ フ ィ ッ

ク 要因 つ い て は
， 男性よ りも女性の 方が高 い 被援助志

向性 を示す こ と （Fischer＆ Farina，1995；Garland ＆ Zigler，

1994 ；Rickwood ＆ Braithwaite ，1994）， 若者 と高齢者の 被

援助志向性 が 低 く （Leaf　et　aL ，1987）， 高い 学歴や収入 が

被援助志向性 と正 の 関連を示す こ と 〔Tijhuisetal，，1990）

が明 らか に な っ て い る 。 ネ ッ トワ
ーク変数 に お い て は ，

家族か ら の サ ポ ー
ト得点 の 低 い 人 （GooClmanet　al．，1984）

や 事前 に 心理 学 の 専門 家 か ら の 援助経験 の あ る 人

（Halgin　et　a1，1987） が 高 い 被援助志向性 を示 す こ とが明

らか に な っ て い る。パ ー
ソ ナ リテ ィ 要因 で は 自尊心 の

低さ （GrQsset　aL ，1979）や メ ン タル ヘ ル ス サ ービ ス に 自

己開示 する人 （Tilhuls　et　al．，1990） は援助を求め や す い

と い う指摘 が あ る 。 ま た ， 本人 が 抱 え て い る問題 の 深

刻さ ， 症状 も， 被援助志向性 と正 の 関連 があ る （Phillips

＆ Murrell，1994；Rickwood ＆ Braithwaite，1994 ）a

　 こ の よ うな変数 の 他 に ， 援助に対す る意識 を 「治療

不安 （treatment 　fearfulness）」と い う観点か ら捉 え ， こ の

不安 の 高 い 人 は 治療 を回 避 す る傾向が あ る こ と を指摘

した研究が ある 。 治療不安を測定す る 「心理療 法 に対

す る意識尺度 （the　thoughts 　about 　psychotherapy 　survey ）」

に は 4つ の 因子 が指摘 され て い る。ま ず ， Pipes　et　al．，

（1985）に よ っ て ，
セ ラ ピ ス トとの 関係や セ ラ ピ ス トの 能

力 に 関連す る「セ ラ ピス トの 呼応性（therapist　responsive 一

ness ）」， カウ ン セ リ ン グ に行 く こ と で 自分 自身や 周囲

か ら どの よ うに見 られ る か を心配す る 「イ メ ージへ の

心配 （image　concerns ）」 が 指摘 された。次 に ，
　 Kushner

＆ Sher （1989）に より， 治療 の中で ク ラ イ エ ン トの 意志

に 反 して 考え させ られ た り， 発言させ られ る こ とへ の

不安 で あ る 「強要へ の 心配 （C。 ercionc ・ncerns ）因子 」が

加 わ り ， 最後 に
，
Deane ＆ Chamberlain（1994） に よ

り治療 を受 け て い る こ とで職場の仲間な どか ら 汚名を

着せ られ る こ とへ の 不安で あ る 「汚名 へ の 心配 （stigma

c ・ ncerns ）」の因子 が 追加され，4 因子 か らな る心理療法

に対す る意識尺度が 作成 された 。 それ ぞ れ の 研究者 に

よ り， 治療回避群の 治療不安得点が 高 い こ とが明 らか

に な っ て い る 。

　以上 の よ う に，被援助志 向性 に は 数 々 の変数 が 関連

して い る。そ こ で ， 本研究で は被援助志向性 に 影響 の

あ る 変数を抽出す る基礎的な 研究を行 う。具体的 に は ，

性差 ， 年齢 ， 専門的 ヘ ル パ ー
か らの サ ポート， 住居形

態 ， 治療不安，また本研究が留学生を対象とす る こ と

か ら，日本語能力 ， 日本で の 滞在期間 と被援助志向性

の 関連 を明らか に す る 。 これ に より， 留学生 の 被援助

志向性 に関する臨床的介入 へ の 手が か りが得ら れ る と

い う実践 的成果だ けで な く， 広義の援助行動 に つ い て

主 に実験 的な ア プ ロ ーチ か ら研究し て い る社会心理学

の研究成果 （Nadler，1998；西 川，1998｝ との 統合の た め の

第一歩が 踏 み出 せ る とい う理論 的な意義 も あ る 。

方 法

1． 調査対象

　調査対象は 関東 甲信越地 区 ， 東海地 区，中国地 区 の

留学生 セ ン ターに留学生相談室が 設置 され て い る国立

大学の 社会科学系学部 に 在籍する，中国 ， 台湾 ， 韓国

の 留学 生 384名 で あっ た
。 調査対象の留学生 を中国 ， 台

湾 ， 韓国 の 3力 国 に 限定 した の は ， 我が 国に お ける留

学生 の 74％程度 （文部 省学術 国際 局留学 生課 1999）が こ の 3

力国か ら の 留学生で あ り， こ の 3力 国 の留学生 を検討

す る こ とで ，留学生 を対象 とした援助 の 基礎的な資料

を蓄積で き る と 考 え た か らで あ る 。 ま た，対象 と し た

留学生 は日本人学生 と
一

緒に授業を受 け て い る 学部生 ，

大学院生 とし， 日本語予備教育課程 の 留学生 は対 象外

と した。対 象 と した 留学生 は，基本的 な 日本語力は 身

に つ け て い る と言える 。

　調査期間は 1998年10月 1 日〜11月30日 で あ る 。 調査

票 は郵送 や留学生個人 用 メ ール ボ ッ ク ス を利用し配布

され，所属学部 ， 研究科全員に行 き渡る よ うに し た。

296票 を回収 し ， 記 入 漏 れ が あ る も の ， 回答 が 雑 で 結果
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が読み とれ な い 32票は無効票とし， 最終的 に 264票を有

効回答 と した 。有効 回答率は68．8％ で あ る。

　質問紙 は日本語 で 作成 さ れ ， 韓国語 と中国語 （繁体 字

版・簡体字版）に 翻訳 された。翻訳 の適切さ は バ ッ ク トラ

ン ス レ ーシ ョ ン に よ り確か め られた。対象者 の 属性 は

TABLE 　 1の とお りで ある 。

TABLE 　1　対象者の デモ グ ラ フ ィ ッ ク要因

性別　　　男性　145名（54．9％）　女性 　ll9名 （45．1％ ）

平均 年齢 　2S．68歳 （標準偏 差 5．07）
出身国 　韓 国　59名 （22．3％） 中 国　159名 （6〔L3％）

　 　 　 台湾 　46名 （17．4％）

大 学で の 所 属 　学 部 　76名 （28．8％ ）

　 　 　 　 　 　 大学院研 究生 　50名 （18．9％）

　　　　　　 大学院修士 課程　76名（28．8％）

　 　 　 　 　 　 大 学 院博 士 課 程 　62名 （23．5％）

滞在期間　 1年未満　36名 （13 ，6％）

　 　 　 　 1 年以上 2 年．未満 　46名 （17．4％）

　　　　 2年以 上 3年 未 満 　43名 （16．3％）

　　　　 3年以上 4年未満 　31名 （11．7％）

　 　 　 　 4 年以上 5 年未満　38名 （14．4％）

　　　　 5 年以上 6年未満 　20名 （7．6％ ）

　　　　 6年以上 7年未満　21名（8．O％）

　 　 　 　 7年以一ヒ　　 　 　 29名 （11．e％）

日本語能 力　初級 　 28名 （10，6％）　 中級 76名 （28．8％）

　 　 　 　 　 ．ヒ級 　160名 〔60 ，6％）

未婚 か 既 婚 で も配 偶 者 と 同居 し てい な い 人 　189名 （71．6％）

既婚で か つ 配偶者 と同居 　75名 （28、4％）

2． 測度

1）　被援助志 向性

　被援助志向性は ， 水野 ・石隈 （1998） に より 「留学生

が 誰 に 援助 を求め る か とい う認知的 な枠組 み 」 と定義

され て い る。本研究で は ， 専門的ヘ ル パ ーに対 して ど

の程度 ， 援助 を求 めるか とい う程度 懾 ）に注目 し ， 被

援助志向性 を 「留学生が援助 を ど の 程度求 め る か とい

う認知的枠組み」 と定義し た 。

　被援助志向性 は具体的 に は，学習 ・研究，心身健康 ，

対人関係 ， 住居 ・経済 の それぞれ の サ ポー
ト領域 に つ

い て，この領域で 問題が認め ら れ た場合 ， 専門的ヘ ル

パ ーに 援助 を 求 め る か ど う か を 5件法 （1．全 くあ て は ま

らな い 〈 1 点 〉 〜5，非常に よ く あ て は ま る く 5 点 〉 ） で 尋 ね た 。

　石隈 （1996）は ， 対人援助 に 関わ るヘ ル パ ー
を専門的

ヘ ル パ ー
， 役割的ヘ ル パ ー

， ボ ラ ン テ ィ ア ヘ ル パ ーの

3 つ に分類 し ， 専門的ヘ ル パ ーを 「援助サ
ービ ス を日

常の 仕事 の 中心 と し て い る人」 と定義して い る。

　本研究 で は こ の 定義 を 留学 生 に あ て は め ， 留学生 に

関わ る専門的 ヘ ル パ ーを留学生 セ ン タ
ー生活指導部門

教官 ・留学生専門教育教 官と し， 留学生専門的 ヘ ル パ ー

と命名した 。 実際の 質問紙に お い て は ， 留学生専門的

ヘ ル パ ー
の 他 に ，保健管理 セ ン ターの医師 ・カ ウ ン セ

ラ ー
， 留学生事務担当者 ， 指導教官，日本語教 師，同

国人留学生 ， チ ュ
ーターなどの留学生 を取 り巻 く様 々

な ヘ ル パ ーに つ い て 質問を し た 。 す なわ ち ， 調査対象

者は問題解決 の 手段 として 誰 に どの 程度援助 を求め る

か を ， 様々 なヘ ル パ ーを念頭 に置 きな が ら，提示 さ れ

た 4 つ の 問題領域 に つ い て 回答し た こ と に な る 。

　被援助志向性 に お い て 測定す る サ ポ ートの 種類に つ

い て は木島 （1995＞，浦 （1992，1999） を参考 に ，道具的サ

ポ ー
トと社会情緒的サ ポートの 2 っ の 種類を設定した 。

浦 （1992）に よ る と，道具的サ ポートは 「何か らの ス ト

レ ス に苦 し む 人 に そ の ス ト レ ス を解 決す る の に 必要 な

資源を提供 した り ， そ の 人が 自分で その資源 を手 に い

れ る こ とが で き る よ うな情報を与え た りす る ような働

きか け」を意味し ， 社会情緒的サ ポー
トは，「ス トレ ス

に 苦しむ 人 の傷つ い た 自尊心や情緒 に働 きか けてその

傷 を癒し，自ら積極的 に 問題解決に 当 た れ る よ うな状

態 に 戻す ような働 きか け」を意味す る 。

　本研究 で は ， 留学生 に と っ て サ ポ
ー

トが 必 要な領域

と して ， 学習
・研究 ， 心身健康 ， 対人関係 ， 住居 ・経

済 の 4 つ の領域を設定 した 。こ の領域そ れ ぞ れ に ， 道

具的サポートと社会情緒的 サ ポ ー
トの 両方 が 必要 と さ

れ る が ， 留学生 の援助の場面を考 えて み る と， 学習 ・

研究，対人 関係，住居 ・経済で得 ら れ る の は情報的サ

ポ
ー

トを含む道具的 サポ
ー

トが 鍵 で あ り，心身健康領

域 で は社会情緒的サポートが重要 で ある。

　 こ の よ うな 理 由 か ら本研究で は ， 学習
・研究 ， 対人

関係 ， 住居経済領域を道具的 サ ポー
ト領域 と し ， 心身

健康領域 を社会情緒 的 サ ポー
ト領域 と し た。

　 な お ， 各領域の サ ポートの内容を特定す る た め に 領

域毎に問題状況を示 し質問した （TAB ［．E 　2参 照）。

2）　 基本 的属性 ，

TABLE 　2　 各領域 の 被援助志向性 の 内容

サ ポ
ー

トの 種 類 領 域 設定 さ れ た 問題状 況

学 習 ・研 究領域 履修 の 方法や 勉強 の 内容，言葉の 意味 が 理 解で きな い 時，そ れ を説明 し て ほ しい とき

道 具的 サ ポート領域 対 人関係領域 日本人 （指導教官，日本人 学 生） との付 き合い 方の 方法 や コ ツ を教 え て ほ しい と き

住 居 ・経済 領 域 留学生 に 対 す る奨 学 金，住 居，ア ル バ イ トの 情報 を教 え て ほ しい と き

社 会 情緒 的 サ ポ
ー

ト領 域 心 身健 康領域 落 ち込 ん で 元 気が な い と き に ，話 を聞 き，精神 的 に 支 え て ほ し い と き
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　基本的属性 と して ，性別 ， 年齢 ， 日本に お け る滞在

期間 ， 日本語能力，婚 姻及び配偶者 との 同居 の 有無が

測定さ れた。性別 は 男性に 0点 ， 女 性 に 1点 を与 え た。

婚姻及び配偶者 との 同居の有無に つ い て は，未婚 か 既

婚で も現在配偶者 と同居 して い な い 留学生 に 0点を与

え ， 既婚 で か っ 現在配偶者 と同居 し て い る留学生に 1

点 を与 えた。年齢は 19歳か ら46歳 ま で の レ ン ジ （平 均

28．7 歳）を持 っ て い た。日本 で の 滞在期間は ， 1年未満

を 1点 と し，14点 （13年〉まで の レ ン ジで あ っ た （平 均

値 4．19点）。日本語能力 は 自己評定で初級（1点），中級 （2

点）， 上級 （3 点 ） と し た （TABLE 　l参照 ）。

3） 援助不安

　 Pipes　et　 al ．，（1985），
　 Kushner ＆ Sher （19．　B9）及 び

Deane ＆ Chamberlain　O994） が 開発 した治療不安尺

度を参考 に ，留学生が 援助 に 対 して 持 つ 主観的 な不安

を 測定す る こ と に した 。 質問項 目は ， 在日留学生の 状

況 を考慮 しなが ら治療 不安 尺度の 4 つ の 因子 で あ る

「セ ラ ピ ス トの 呼応性」，「イ メ
ージ へ の 心 配」， 「汚名 へ

の 心配」， 「強要 へ の 心配」を心理学系研究者 3 名で検

討 した。その結果 ， 留学生 の援助場面を想定す る と，

「セ ラ ピ ス トの呼応性」， 「イ メージ へ の 心配」， 「汚名 へ

の心配」 に 関する項目が 妥当 で ある とし， 在 日留学生

に 合うように ，各項 目の 表現 の 訂 正 ， 項目の 削除及 び

追加 を行 い
， 「セ ラ ピ ス トの呼応性」 7項目，「イ メ ー

ジへ の心配」1項 目，「汚名へ の 心配」 4 項 目，計 12項

目か ら な る援助不安尺度 を作成 した 。 「強要へ の 心配」

に つ い て は ，
こ の 質問項 目が ど ち らか と言え ぱ治療的

な臨床場面 を前提に し て お り，留学生 の 援助 は問題解

決的な援助が 多い の で 今 回は採用 しなか っ た 。 「イ メー

ジ へ の 心配」 1項 目 に つ い て は ， 「汚名へ の 心配」と関

連が深 い 項目で あっ た の で，こ の 尺度 は ， 「セ ラ ピ ス ト

の 呼応性」， 「汚名へ の 心配」 の 2 因子構造が想定 さ れ

た 。

　作成された尺度項目に つ い て ， 5 件法 （1，全 くあて は

ま らない く 1点 〉 〜5．非 常 に よ くあ て は ま る 〈5点 〉） で 質問

し た 。 得点 が 高 い ほ ど不安 の 程度が 高い こ と を示 す 。

な お Kushner ＆ Sher （1989）は ， 治療不安 と い う概念

で メ ン タ ル ヘ ル ス に関わ る 不 安 を測 定し て い る 。 在 日

留学生 の 場合は ， 治療 と い うよ り援助 と い う表現 が 相

応 しい の で ， こ の 尺度 を留学生用援助不安尺度 と命名

し た 。

　項目分析の 結果 ， 「イ メ ージ へ の 心配」， 「汚名へ の 心

配」 に 関わ る項 目に つ い て は ， 多 くの 回答者が 「全 く

あ て は ま ら ない 」を回答 し， 回答の分布の偏 りが あ る

と判断さ れ た 。 そ こで ， 7 項目か ら な る 「セ ラ ピ ス ト

の 呼応性 」 に 関する項 目の み で 分析す る こ と と した。

　 主因子 法 に よ る 因 子 分析の 結果 ， 留学 生 用援助不安

尺度 は固有値 1以 上 あ る もの が 1因子 で あ っ た。「留学

生相談室 の 先生 は，私が 話 した 日本語 を完全 に は 理解

で き な い だ ろ う」， 「私は自分の 問題を 日本語で き ち ん

と表現 で き る か どうか心配だ」の 2項目 に つ い て は ，

因子負荷量 ．4未満で あ っ た の で 削除し，再 び主因 子 法

を行っ た 。 こ の 因子は，「留学生相談室 の先生 は留学生

の 問題 を理解 して くれ ない だ ろ う」， 「留学生相談室で

相談 した こ と に つ い て の 秘密が守 られ る か ど うか 心配

だ」の よ うに留学生が 相談 した ときの留学生専門的ヘ

ル パ ー
の 呼応 に 関わ る 項 目が 集約 され た 。 よ っ て ，こ

の 尺度 は
‘‘
留学生専門的ヘ ル パ ーの 呼 応性 へ の 心配

（α
＝．74P

”
と命名で き る 1 つ の 要因 で 説明 で きる こ と

が わ か っ た （TABLE 　3 参照）。

4） 留学生専門的ヘ ル パ ーか らの サ ポー ト経験

　最後 に ， 留学生専門的ヘ ル パ ーか らの サ ポ ー
ト経験

を尋ね た 。
ヘ ル パ ー

の 分類 は被援助志向性 と同じ分類

を採用 した 。 すなわち ， 留学生 セ ン ター生活指導部門

教官 ・留学生専門教育教官を留学生専門的ヘ ル パ ーと

した 。 各領域毎に サ ポ ー
トの 内容 を説明 して い る 文章

を 示 し，そ の 下 に ヘ ル パ ー
を列挙 し ，

ヘ ル パ ーか ら も

ら っ た サ ポートを尋 ねた 。

　留学生専門的ヘ ル パ ーか らの サ ポー
トは，被援助志

向性 と同 じ領域 で あ る 学習 ・研究 ， 心身健康 ， 対人関

係 ， 住居 ・経済 の それ ぞれ の 領域 に つ い て ， 過去 1年

以内に もら っ たサポー トを 5 件法（1．全 くも らい ませ ん で

し た く 1点 〉 〜5．非常 に た くさん もらい ま した く 5 点〉）で 尋ね

た 。 な お ， 各領域の サ ポー トの 内容 を特定す る た め に

領 域毎 に 問題状 況 を示 し質 問 し た 。
こ の 問題状況 は

TABLE　2 の 被援助志向性 と同 じ内容を設定 し，問題 文

に つ い て は，ソー
シ ャ ル サ ポ ー

トを表 わ す よ う に 変更

を 加 えた。すなわち ， 道具的サ ポー ト領域で ある学習 ・

研 究領域 に お い て は ， 「履修の方法や勉強の 内容，言葉

の 意味 が理 解で き な い 時 ， そ れ を説 明 して くれ る よ う

TA肌 E　3　留学生専門的ヘ ル パ ー
へ の 呼応性 へ の 心配

　　　　の 因子分析結果

呼応性 へ の心配 α
二．741 1

留学生の問題を理解 して くれ な い だ ろ う

相談 した問題 を真剣に 扱っ て くれ ない だ ろう

私が相談 した ことを解決で きない だろ う

相談 した こ とに っ い て秘密が 守られ るか どうか 心配だ

私の問題は同じ文化の人しか理解で きない ので，日本人である

留学生桐談室の先生は問題を理解で きない だろう

．782
．745
．571
，496

，471

因子 負荷量 の 2乗和

寄与率

1，96150
．348％
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なサポ
ー

ト」，対人関係領域 に お い て は 「日本人 （指 導

教 官，日本人 学生 ） と の 付 き合 い 方に つ い て ， そ の 方法や

コ ツ を教え て くれ るようなサ ポー
ト」， 住居

・経済領域

で は 「留学生 に 対す る奨学金 ， 住居，ア ル バ イ トの情

報を教 えて くれる よ う な サ ポー ト」 と し た 。 社会 情緒

的サ ポ
ー

ト領域 で ある心 身健康領域で は 「落ち 込 んで

元気が な い と き に ， 話 を聞 き，精神的 に 支え て くれ る

ようなサ ポ ート」 と した 。

　以上 の 変数 の 平均値及び標準偏差は TABLE　4 に 示

す と お りで ある 。

結 果

　各領域 の 被援助志向性に関連の あ る変数 を抽 出す る

こ と を目的 に 重回帰分析 を実施し た。独立変数は ， 性

差 ， 年齢 ， 日本で の滞在期間 ， 婚姻 及 び 配偶者 との 同

居の 有無，日本語能力 ，
ヘ ル パ ーの 呼応性へ の 心配 ，

各領域 の 留学生専門的ヘ ル パ ーか らの サ ポート経験 で

あ っ た 。 従属変数は学習 ・研究 ， 心身健康，対人関係 ，

住居
・経済領域 に お け る留学生専門的 ヘ ル パ ー

へ の 被

援助志向性 で あ っ た 。 この 独立変数 は 過去 の 研究 に お

い て被援助志向性 との 関連が確認 さ れ て い る の で変数

の 投入 は同時に行 っ た。そ の 結果， 4 つ の 重回帰分析

の説明率 （R
’

） は い ずれ も有意で あ り， 各領域 と も に

23．4％〜27，7％ の 範囲 で投入 し た独立変数で 従属変数

を説明で き る こ とが わ か っ た （TABLE 　5参照 ）。

　学習
・研究領域 は サ ポー トの 量 と被援助志向性 は正

の 関連 を示 した 。他 の 独立変数 との 関連 は 認 められな

か っ た 。

　心身健康領域 に つ い て は ，
ヘ ル パ ーの 呼応性へ の 心

配 と被援助志 向性 は負の 関連 ， サ ポートの 量 と被援助

TABLE 　4　各変数 の 平均値及び標準偏差

変数 平均値 標準偏差

性差 ．451 ．499

年齢 28．6785 ．073

滞在期 間 4．1892 ，546

配偶者 との 同居 ．284 ．452

日本語能力 2．500 ．681

呼応性 へ の 心配 9 ．8223 ．507

学習 ・研究領域 の サ ポー
ト 2．1551 ．120

心 身健康領域 の サ ポー
ト 1．650 ．875

対人 関係領域の サ ポ
ー

ト 1．606 ．829

住居 ・経済領域 の サ ポ
ー

ト 1，794 ，980

学習 ・研究領域 の 被援助志 向性 2．1481 ．174

心 身健康領域 の 被援助 志向性 2，0571 ．157

対 人 関係領域 の 被援助 志向性 2．320L227

住居 ・経済領域 の 被援助志 向性 2，6551280

TABLE 　5　留学生専門的ヘ ル パ ー
に対 す る被援助志向

　　　　性を従属変数と し た 重 回帰分析 に お け る 各独

　　　　立変数 の 標準偏回帰係数

独立変数 学習・研究飆 心身健康羈 対ノ閥係領域 住暦 繍 領域

讎
．．1〕49 ．臘 ．15『． 244‘‘

年齢
．．n2 ，11了 ．129 ．o呂5

滞醐 間 ．053 一，〔151 ．076 一，lo3

配儲 切 同居
一．029 一．1］23 一

〇66 ，llr

口本語能力
一．11D ．鰯 ．046 刪

呼応性への心配 ，iO4 一165鉢 ll1° ．．1ヨP

欝 生専門的へ 帽 一
からのサポート

、412鉢 ．4邸．・ ．444回 39垂畔

説明率側 255帥 ．377°． ．234越 265鱒

申
P〈， 5　　

寧牌

P＜、Ol

志向性 は正 の 関連が認 め られた。

　対人関係領域 に つ い て は性差 と被援助志向性 の 関連

が確認 され，女性で ある こ と が被援助志向性 と正 の 関

連が あ っ た 。 また ，
こ の 領域 で は ヘ ル パ ー

の 呼応性へ

の 心配が被援助志向性 と負の 関連 ， サポートの 量 は被

援助志向性 と正 の 関連を 示 し た 。

　住居 ・経済領域 に お い て は，性差 と被援助志向性の

関連が確認 され ， 女性 で ある こ とが 被援助志向性 と正

の 関連 が 認 め ら れ た 。 また ， 婚姻及 び配偶者 との 同居

の 有無 に お い て も関連が み られ ， 配偶者 と同居して い

る人 は 被援助 志向性 と 負 の 関連を示 し た。ヘ ル パ ーの

呼応性 へ の 心配は被援助志 向性 と負の 関連 ，
サ ポー ト

の 量 は被援助志向性 と正 の関連が認め られた 。

考 察

　まず，本研究で 作成 し た留学生用援助不安 尺度 に つ

い て 言及 した い 。先行研究 で 抽出され た 「イ メ ージへ

の 心配」， 「汚名へ の 心配」に 関わ る項 目は回答の 分布

に 偏 りが 認 め ら れ た た め ，
こ の 尺 度 に は 採 用 さ れ な

か っ た 。 こ の こ と は ， 留学生 の援助不安に は ヘ ル パ ー

の 呼応性 に 関す る 項 目の み が 関連 し て い る可能性 を示

す もの で ある 。
こ れ は ， 留学生 の 相談 に は 問題解決的

な もの が 多 い こ と と の関連が推測 される。今後は ，
こ う

した観点か らも援助不安 が 検討 さ れ な け れ ばな ら な い
。

　次 に ， 結果 に っ い て 考察 した い
。 本研究で は ア ジア

系留学生 の 留学生専 門的ヘ ル パ ー
へ の 被援助志向性に

関連す る変数の抽出を試み た 。

　学習 ・研究領域に お い て は ， サ ポー トの 量 の み が 被

援助志向性 と関連が認め られ た 。
こ れ は ， サポ

ー
トを

よ り多 く受け て い る こ とで被援助志向性の 向上 に つ な

が る こ とを意味 して い る 。
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　 心身健康領域に お い て は，
ヘ ル パ ーの 呼応性へ の 心

配が 負の 関連，サ ポー トの 量 は 正 の 関連 で あ っ た。つ

ま り，呼応性 へ の 心 配を低 くす る 介入 と同時 に
， サ ポー

トを受 けや す くす る配慮が 心身健康領域 で の被援助志

向性 を高め る こ と に つ なが る 。

　対人関係領域 で は ， 女性の方が 男性 よ り高 い 被援助

志向性 で あ る こ とが 示 さ れ た 。Good 　et 　al．（1989） は ，

男子 大学生 の 調査 か ら他 の 男性 に感情や情動を表わす

こ とへ の 心配 と い う伝統的な男性の役割意識が 心理専

門家へ 援助 を求 め る こ と と負の 関連が あ っ た として い

る 。
こ の 結果は ， 性差が 直接 ， 被援助志向性 に関連 し

て い る の で は な く，性 に まつ わ る役割意識が被援助志

向性 と関連 して い る 可能 准を示 す も の で あ る。今後 は ，

性に まつ わ る意識 と被援助志 向性 の 関連 を探 る こ とで，
コ ン ト ロ ー

ル 可能な変数 を抽 出 で き る 可能性が あ る 。

対人 関係領域 で こ の他 に関連が み られた変数 は，ヘ ル

パ ーの 呼応性へ の不安が負の関連，サ ポー
トの 量が正

の 関連 を示 した 。 性差 を考慮 しなが らも ，
ヘ ル パ ーに

対す る心配 を低 くす る介入 と同時に ， サ ポートを受 け

やす くす る配慮が対人 関係領域の 被援助志向性を高め

る こ と に つ な が る と言える 。

　住居 ・経済領域 に お い て も， 性差 と被援助志向性は

正 の 関連が み られ た。次 に 配偶者 と同居 し て い る 人 の

被援助志向性が低 い こ とが 明 らか に な っ た。 こ れ は ，

配偶者 と同居し て い る人 は生活 が安定 し ， 住居 ・経済

と い っ た 生活 の 基盤 を構成す る要素に つ い て は既 に整

備 され て い る の で ， 援助 を求め る必要が ない た め に被

援助志向性が 低 くな っ た の で はな い か と推測で き る 。

こ の 他の 変数 に つ い て は ，
ヘ ル パ ーの呼応性 へ の 心配

は負 の 関連，サ ポー トの 量 は 正 の 関連が 認 め られ た。

こ の領域に お い て も ， 性差や現在 の居住形態 の 問題を

考慮に入 れ な が ら ， 援助 に 対 する不安 を低 くす る介入

と同時に ，サ ポートを受 け や す くす る配慮が住居 ・経済

領域 の 被援助志向性を高め る こ と に つ なが ると言 える。

　次 に ， 学習 ・研究， 心 身健康，対人関係，住居 ・経

済の 4 つ の 領域 の 被援助 志向性を相互 に比較 し て み た

い 。 学習 ・研究領域 は唯
一

， 呼応性へ の 心配の影響が

なか っ た領域 で あ る。学習
・
研究領域 の 援助 は，大学

で 最も日常的に行わ れ て い る た め に ， 留学生 も こ の 領

域 で 援助 を求め る こ と に対 し て，不安 を抱 か な い の か

も知 れ な い
。

一
方 で

， 心身健康 ， 対入 関係 ， 住居 ・経

済領域は学習場 面 と は別 の 問題領域 で あ る 。 そ の た め

に，留学生が こ うした問題 をヘ ル パ ーに相談す る と き は，
ヘ ル パ ーの 呼応性が気 に な っ て くる の か も知れな い

。

　全 て の 領域 の被援助志向性に影響 が あ っ た変数 は留

学生専門的 ヘ ル パ ーか ら の サ ポ ー
ト経験 で あ る 。 サ

ポー ト と被援助志 向性 の 関係 は
， 被援助志向性の 高 い

留学生 が 実際 に ヘ ル パ ーか らサ ポー トを得られ，それ

が また高い 被援助志 向性 に 結びつ い て い る可能性が あ

る 。
こ の場合の被援助志向性 とサポートの関連は循環

的で ある 。 逆 に ， 被援助志向性 の低 い 留学生 は，サ ポー

トを得 る こ とが で きな い の で ， 被援助志 向性 を 高 め る

機会が な い 。 こ の よ う に考え る と，単純 に サ ポートを

供給 す る だけで ， 被援助志向性 を高 め る こ とが で き る

か ど うか に つ い て は疑 問 が 残 る
。

こ の 点は今後の研究

の課題 と した い が ， 被援助志 向性が 低 くて も援助 を受

け られ る 体制作 り も考え て い く必要 が あ る 。

　 こ う した 留学生の被援助志 向性 の構造 を視野に入れ

た 上 で 現場 の 留学生援助担 当者は どの よ うな点 に 留意

す れ ば良 い の か を考え て み た い
。 こ こ で は，   被援助

志向性へ の 介入 の方法 ，   被援助志向性 を意識 した カ

ウ ン セ リ ン グ技法 の 開発，  予防 ・開発的ア プ ロ ーチ

の 3 点 を指摘 した い 。

　  被援助 志向性の介入 の 方法 に つ い て は ，学習 ・研

究領域 は ， 留学生専門的ヘ ル パ ー
の 援助 を受け や す く

す る こ と が 留学生 の 被援助 志向性 を高め る こ と に つ な

が る。しか しなが ら ， 心 身 ・健康，対人関係 ， 住居 ・

経済領域 に お い て は留学生の性差 や呼応性 へ の 心配 を

考慮に 入 れ る 必要 が ある。具体 的 に は ， オ リエ ン テ ー

シ ョ ン な ど の 場 で
， 留学生 の援助体制や そ の 内容 に つ

い て説明 し， 先輩留学生の体験談 の 中 で ，援助 の 効果

を説明 して もら う こ と な ど が 考 え られ る 。

　次 に ，  被援助 志向性を意識 した カ ウ ン セ リ ン グ の

方法 を開発す る必 要があ る 。 例え ば，Sue ＆ Zane（1987）

は 少数民族 に対す る カ ウ ン セ リ ン グ に お い て は ， ク ラ

イエ ン トに 直接的な効果 を認識 させ る こ との 必要性を

指摘し て い る。留学生 が学習 ・研究領域以 外 の 問題 を

持 ち込ん で きた場合は援助者の 呼応性 に 不安 を感 じて

い る可能性がある の で ，こ う した不安 を取 り除 くよう

に ， 効果 を 早 く認識さ せ る ような問題解決型の カ ウ ン

セ リン グ を行 う こ とが考え ら れ る 。

　最後 に ， 心理教育な どの   予防・開発的 ア プ ロ ーチ

を併用す る こ と も検討さ れ る べ きで ある。加賀美 （1998）

は留学生 の介入手段 と し て 相談室 で 個別的 に相談 を行

う 「治療モ デル 」的な 関わ りだ けで は 限界 が あ り ，
コ

ミ ュ ニ テ ィ 心理学 の 発想 と方法に 基づ い た 予防 ・教育

的ア プ ロ
ー

チ の 導入 を試 み て い る が ， こ う し た ア プ

ロ ーチは，被 援助 志向性が低 くて も利用 で き る サ ービ

ス で あ る 。 また ，被援助志向性 の 低 い 留学生が こ の サ
ー

ビ ス を利用 す る こ と で，被援助志向性 を高 め られ る 可
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能性 もある。

お わ り に

　以上 の よ うに ア ジア 系留学生 の 専 門的 ヘ ル パ ー
に 対

す る被援助志 向性 は領域 ご と に違 い は あ る もの の ， 独

立変数 に は
一

定 の 説明力 が あ る こ とが わ か っ た 。 こ こ

で は ， 本研究 の 課題 を 5 点指摘 し た い 。

　  本研 究の質問紙調査 は ， 31．2％ の 留学生 が回答 し

な か っ た り，回答 し て も無効回答で あ っ た 。 質問紙 を

回答 し なか っ た留学生 の 動向そ の も の が ， 被援助志向

性 と関連 して い る可能性があ る の で ， 本研究 の 結果 も

限定的 に 捉 え ら れ な け れ ばな らな い 。

　次 に ，   重回帰分析 の 独立変数 の説明率 （R ！

）は各領

域 と もに 23、6〜26．5と決 して 高 くな い 。これ は，今回

投入 した 独立変数以 外に被援助志向性 に 影響 の あ る変

数が存在 する可能性 を示 す もの で ある 。 自尊心 などの

パ ーソ ナ リ テ ィ 要因 （水 野 ・石 隈，1999＞ に つ い て も調べ

る必要があ る 。

　 また，  今回の 研究はヘ ル パ ーの 呼応性 へ の 心配や

性差 ，
ヘ ル パ ーか らの サ ポ ート経験な ど の 変数 と被援

助志向性の関連が確認 されたが ，
こ れ はあ くまで も相

関 で あ り，因果関係で は な い
。 今後 は ， 被援助志向性

に 関連 の あ る変数 を特定し て い く作業が必要で あ ろ う。

　加 えて ，   ヘ ル パ ーか らの サ ポー ト経験 と被援助志

向性は循環的な関係が あ る可能性が あ る。今後 は こ の

サ ポー
ト と被援助志向性の 関係に絞 っ て細か くその 構

造 を把握す る必要が ある 。

　最後に ，   本研究 の 被援助志 向性 の 測定方法に つ い

て 述べ た い
。 被援助志向性 に つ い て は ， 留学生専門的

ヘ ル パ ー
に 援助 を求め る程度を質問した 。今回 の 研究

は被援助 志向性 の 初期的研 究で あ るた め に この よ うな

シ ン プル な 方法 で 質 問 した が ，今後は工 夫の 余地が残

され て い る 。 ま た ， 被援助志向性の領域 に つ い て は，

例 を用 い て 限定的に 捉え た 。こ の こ とが対象者が描 い

て い る被援助志向性 の イ メ
ージ に 制限 を加え る結果 に

な っ た可能性が あ る 。 今後は ， 方法論 に も留意 し，多

様な角度か ら被援助志向性を捉 える必要 が ある。
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　The 　purpose　of　the　present　research 　was 　to　investigate　the　effects 　of　sociological 　and 　psychological 　factors

on 　international　students ’

preferences 　for　professional　helpers．　 A 　total　of　264　responses 　was 　obtained 　from

aquestionnaire 　survey 　of 　Korean
，
　Ch ｛nese 　and 　Taiwanese 　international　students 　studying 　at 　national

universities 　in　Japan．　 The　results 　showed 　the　following　l　In　the　academic 　area ，　experiences 　with 　profes・

sional 　supPorts 　were 　positively　related 　to　help・seeking 　Preferences．　In　the　physical　 and 　mental 　areas
，

concerns 　about 　helper　responsiveness 　were 　negatively 　related 　to　help−seeking 　preferences ，　whereas 　experi −

ences 　with 　professional　supports 　were 　positively　related 　to　preferences　in　that　area ，　 In　the　interpersonaI

area ，　being　female　and 　having　experiences 　with 　professional　supports 　were 　positively　re】ated 　with 　help−

seekirlg 　preferences，　whereas 　concerns 　about 　helper　responsiveness 　were 　negatively 　related 　to　help・seeking

preferences　in　that　area ，　 In　the　daily　life　and 　ecQnomic 　areas ，　being　fenlale　and 　hav｛ng 　experiences 　with

professional　supports 　were 　positively　related 　with 　help・seeking 　preferences，　whereas 　living　with 　a　spouse 　and

concerns 　about 　helper　responsiveness 　were 　negative 呈y　related 　with 　preferences　ill　that　area ．　 The 　implica・

tions　for　helpillg　international　students 　were 　discussed．

　　　Key 　Words ； help−seeking 　preferences ，　professional　helper　for　international　students ，　international

students ，　concerns 　about 　helper　responsiveness ，　interventions

65一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


